
   

５
枚
シ
ナ
リ
オ 

い
つ
も
の
人 

               

「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
初
め
て
な
ん
で
す
か
？
」 

                   

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

脚
本
猫
柳 

ふ
ろ
ゆ 



登
場
人
物 

浜
野
涼
介
（
２
０
）
ラ
ブ
ホ
テ
ル
初
心
者
。 

 

水
谷
花
奈
（
２
０
）
ラ
ブ
ホ
テ
ル
初
心
者
？ 

 

宮
田
春
香
（
２
５
）
ラ
ブ
ホ
テ
ル
従
業
員
。
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○
ラ
ブ
ホ
テ
ル
・
フ
ロ
ン
ト
（
夜
） 

 
 

 

腕
を
組
み
、
ベ
ッ
タ
リ
と
く
っ
つ
き
な
が
ら 

 
 

 

自
動
ド
ア
を
開
く
の
は
浜
野
涼
介
（
２
０
） 

と
水
谷
花
奈
（
２
０
）
で
あ
る
。 

 
 

 
受
付
に
は
宮
田
春
香
（
２
５

）
。 

春
香
「
休
憩
と
宿
泊
、
ど
ち
ら
に
さ
れ
ま
す
か
？
」 

 
 

 

浜
野
、
花
奈
を
見
る
。 

花
奈
「
花
奈
、
男
の
人
と
来
る
の
初
め
て
だ
か
ら
、 

ど
っ
ち
が
い
い
と
か
分
か
ん
な
い
」 

浜
野
「
て
こ
と
は
、
俺
が
花
奈
ち
ゃ
ん
の
初
め
て
を
」 

春
香
「

(

遮
る

)

あ
の
ー
。
ど
ち
ら
に
？
」 

浜
野
「
あ
、
じ
ゃ
あ
し
ゅ
く
は
」 

花
奈

「
（

遮
る
）
休
憩
に
し
よ
！
」 

 
 

 

浜
野
、
花
奈
を
見
る
。 

 
 

 

ニ
コ
ッ
と
浜
野
に
笑
顔
を
向
け
る
花
奈
。 

 

○
同
・
３
０
８
号
室
（
夜
） 

 
 

 

一
般
的
な
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
一
室
。
洋
間
。 

 
 

 

浜
野
と
花
奈
が
入
っ
て
く
る
。 

浜
野
「
ホ
テ
ル
な
ん
だ
か
ら
宿
泊
で
良
か
っ
た
ん
じ 
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ゃ
な
い
の
？
」 

花
奈
「
だ
っ
て
花
奈
、
ま
だ
終
電
あ
る
し
」 

浜
野
「
休
憩
っ
て
三
十
分
く
ら
い
で
し
ょ
？
」 

花
奈
「
う
う
ん
。
三
時
間
だ
よ
」 

浜
野
「
…
…
（
そ
う
な
ん
だ

）
。

お
、
俺
の
知
っ
て 

い
る
と
こ
ろ
と
だ
い
ぶ
違
う
み
た
い
だ
な
あ
！
」 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
に
座
る
浜
野
。 

 
 

 

花
奈
、
慣
れ
た
手
付
き
で
自
身
の
上
着
を
ク 

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
収
納
し
て
い
る
。 

花
奈
「
涼
介
君
も
上
着
」 

浜
野
「
あ
、
ハ
イ
」 

 
 

 

浜
野
、
上
着
を
花
奈
に
預
け
る
。 

浜
野
「
慣
れ
て
る
ね
。
い
つ
も
来
て
い
る
み
た
い
」 

花
奈
「
そ
う
か
な
？
」 

 
 

 

花
奈
、
浜
野
の
隣
に
座
っ
て
寄
り
か
か
る
。 

浜
野
「
…
…
」 

 
 

 

浜
野
、
チ
ラ
ッ
と
花
奈
を
見
る
が
す
ぐ
に
目 

を
逸
ら
す
。 

浜
野
「
き
、
キ
ス
し
て
も
い
い
？
」 

花
奈
「
え
？
」 
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間
。 

花
奈
「
シ
ャ
ワ
ー
浴
び
て
く
る
ね
」 

 
 

 

花
奈
、
ス
マ
ホ
を
机
の
上
に
置
き
、
去
る
。 

浜
野

「
（

た
め
息

）
」 

 
 

 
浜
野
、
目
の
前
の
机
に
置
か
れ
た
冊
子
を
手 

に
取
り
、
適
当
に
開
く
。 

 
 

 

冊
子
の
中
に
は
番
号
の
付
け
ら
れ
た
大
人
の 

お
も
ち
ゃ
た
ち
の
リ
ス
ト
が
並
ん
で
い
る
。 

浜
野
「
本
当
に
お
も
ち
ゃ
っ
て
置
い
て
あ
る
ん
だ
」 

 
 

 

ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
る
浜
野
。 

浜
野

「
（

呟
く
）
高
速
振
動
で
、
絶
頂
パ
ラ
ダ
イ
ス
」 

 
 

 

生
唾
を
飲
む
浜
野
。 

 
 

 

と
、
そ
こ
に
花
奈
の
ス
マ
ホ
の
着
信
音
。 

 
 

 

浜
野
、
驚
い
て
冊
子
を
閉
じ
る
。 

花
奈
の
ス
マ
ホ
画
面
に
は
『
翔
太
』
と
書
か 

れ
た
人
物
か
ら
の
着
信
。 

 
 

 

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
三
本
ア
ン
テ
ナ
が
立
っ
て
い
る
。 

浜
野
「
何
で
ワ
イ
フ
ァ
イ
が
繋
が
っ
て
…
…
」 

 
 

 
 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

 
 

 

シ
ャ
ワ
ー
か
ら
戻
っ
て
く
る
花
奈
。 
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浜
野
「
あ
の
さ
、
花
奈
ち
ゃ
ん
」 

花
奈
「
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
っ
か
」 

浜
野
「
お
お
お
、
お
も
ち
ゃ
！
？
」 

花
奈
「
互
い
に
緊
張
を
解
し
合
お
う
よ
」 

 
 

 
花
奈
、
冊
子
を
手
に
持
ち
ベ
ッ
ド
へ
移
動
。 

冊
子
を
開
い
て
フ
ロ
ン
ト
に
電
話
を
す
る
。 

花
奈
「
え
っ
と
、
九
番
と
三
十
二
番
。
あ
と
五
番
も 

お
願
い
し
ま
す
。
あ
、
じ
ゃ
あ
六
番
も
追
加
で
」 

 
 

 

電
話
を
切
る
花
奈
。 

浜
野
「
花
奈
ち
ゃ
ん
っ
て
本
当
は
さ
」 

花
奈
「
意
外
だ
っ
た
で
し
ょ
。
花
奈
、
弟
が
い
る
か 

ら
ね
。
よ
く
一
緒
に
遊
ぶ
ん
だ
ー
」 

浜
野
「
弟
と
！
？
」 

花
奈
「
一
緒
に
プ
レ
イ
し
て
楽
し
い
の
は
勿
論
な
ん 

だ
け
ど
、
振
動
が
く
る
度
に
ビ
ク
ッ
と
し
ち
ゃ
う
、 

あ
の
感
覚
が
狂
お
し
い
ほ
ど
好
き
な
の
」 

浜
野
「
…
…
お
前
は
ト
ン
だ
痴
女
だ
な
！
」 

花
奈
「
え
」 

浜
野
「
お
も
ち
ゃ
で
弟
と
遊
ぶ
は
ね
ー
よ
、
流
石
に
」 

花
奈
「
ダ
メ
？
」 
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浜
野
「
っ
つ
ー
か
翔
太
っ
て
誰
。
俺
は
何
番
目
？
」 

花
奈
「
翔
太
は
さ
っ
き
言
っ
た
私
の
弟
」 

浜
野
「
ス
マ
ホ
の
ワ
イ
フ
ァ
イ
も
、
繋
が
っ
て
る
の 

 
見
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
。
お
か
し
い
で
し
ょ
」 

花
奈
「
実
は
女
子
会
で
一
度
来
た
こ
と
が
あ
っ
て
」 

浜
野
「
お
も
ち
ゃ
は
？ 

ど
う
せ
毎
日
、
絶
頂
パ
ラ 

ダ
イ
ス
か
ら
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
て
」 

 
 

 

部
屋
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
る
。 

春
香
の
声
「
お
も
ち
ゃ
の
お
届
け
に
あ
が
り
ま
し
た
」 

花
奈
「
は
い
は
ー
い
」 

 
 

 
 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

浜
野
「
お
も
ち
ゃ
っ
て
…
…
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
！
？
」 

 
 

 

机
の
上
に
は
任
天
堂
ス
イ
ッ
チ
。 

花
奈
「
こ
れ
の
振
動
が
た
ま
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
ー
」 

 
 

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
持
っ
て
笑
顔
の
花
奈
。 

花
奈
「
あ
、
で
も
ゲ
ー
ム
は
嫌
い
な
ん
だ
っ
け
？
」 

浜
野
「
…
…
好
き
で
す
」 

花
奈
「
え
。
で
も
さ
っ
き
」 

浜
野
「
…
…
今
日
は
宿
泊
に
し
よ
っ
か
」 

 
 

 

浜
野
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
握
る
。
（
終
） 


